
競技規定 訂正箇所について 

 

●2020 年ジャッジテキスト 

・18 ページ （添付 1 赤字斜線部分 参照） 

・27 ページ （添付 2 赤字斜線部分 参照） 

・39 ページ （添付 3 赤字斜線部分 参照） 

 

「添付 1」～「添付 3」も合わせてご確認下さい。 
 

※ＮＳＡオフィシャルサイト掲載も上記同様（修正済） 

http://www.nsa-surf.org/wp/wp-content/uploads/2020/09/JUDGETEXT-2020.pdf 

 

 

●NSA YEARBOOK 2020-2021 

・91 ページ  第 26 条 集計方法⑤＜例外＞文をすべて削除 

・93 ページ 【E】妨害に関するペナルティ②の※例外文をすべて削除 

 

●第 38 回全日本級別サーフィン選手権大会パンフレット 

・18 ページ  第 26 条 集計方法⑤＜例外＞文をすべて削除 

・20 ページ 【E】妨害に関するペナルティ②の※例外文をすべて削除 

 

 

 

お手元のテキスト等の修正もお願い致します。 

誤った記載で大変ご迷惑をおかけ致しました。お詫び申し上げます。 

 

 

 
2021 年７月 

日本サーフィン連盟 
教育委員会・ジャッジ委員会 



添付１ （ジャッジテキスト 18 ページ） 



添付 2 （ジャッジテキスト 27 ページ） 



 

 

添付 3 （ジャッジテキスト 39 ページ） 



 

 

 

 

正しくはベスト 2 ウエーブルールにおいて、1 回目のインターフェアレンスは全てセカン

ドベストウエーブが減点対象になります。 

 

ノーマルインターフェアレンス（スコアを 1/2 にカットする） 

プライオリティルールを採用していない試合及びプライオリティルールを採用試合中のノ

ンプライオリティシュチエイション時とプライオリティが同等の選手同士で発生したイン

ターフェアレンス。 

  

プライオリティインターフェアレンス（スコアを 100％カットする） 

プライオリティルールを採用した試合でプライオリティシュチエイション時。 

  

（特殊な例）最終的に 1 回のインターフェアレンスを犯した選手が 1 本（ベストウエー

ブ）のスコアしか持っていない場合、インターフェアレンスの対象がない為ベストウエー

ブがそのまま集計され順位が確定されます。 

  

  

 

（補足） 

2 回目のインターフェアレンスを犯した選手は速やかに海から上がらなければなりませ

ん。そして、2 回目のインターフェアレンスはベストウエーブが減点対象になり、集計さ

れ順位が確定されます。 

旧ルールでは、集計無しのヒート最下位が確定するになっていました。 

現在は集計して順位が確定されます。 

  

 

誤った記載で大変ご迷惑をおかけ致しましたことお詫び申し上げます。 

添付 4 （訂正内容詳細説明） 


